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［
二
〇
一
八
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］

日
本
思
想
史
と
し
て
の
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈

林
　
　
　
　
淳
　
　
池
田
　
智
文

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
　
　
桐
原
　
健
真

　

日
本
仏
教
史
研
究
者
の
辻
善
之
助
（
一
八
七
七
─
一
九
五
五
）
は
、

「
神
仏
習
合
」
を
「
本
邦
思
想
史
」
に
お
け
る
「
国
民
的
特
色
」
の

顕
著
な
表
現
で
あ
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
我
国
民
文
化
の
世
界
に

於
け
る
地
位
」
を
考
え
る
上
で
も
不
可
欠
な
特
徴
で
あ
る
と
主
張

し
た
（「
序
」、
羽
根
田
文
明
『
維
新
前
後
仏
教
遭
難
史
論
』
国
光
社
、
一
九
二

五
年
、
三
頁
）。
こ
う
し
た
理
解
は
、
辻
の
み
な
ら
ず
同
時
代
の
多
く

の
人
間
に
も
共
有
さ
れ
た
が
、
幕
末
維
新
期
に
展
開
し
た
「
神
仏
分

離
」
や
「
廃
仏
毀
釈
」
と
い
う
反
伝
統
的
な
運
動
を
「
調
和
」
と
い

う
「
伝
統
」
的
な
枠
組
の
う
ち
で
説
明
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
困
難

を
は
ら
ん
で
い
た
。
本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
神
仏
習
合
」「
神

仏
分
離
」「
廃
仏
毀
釈
」
が
学
術
用
語
と
し
て
成
立
し
て
い
く
時
期

に
焦
点
を
当
て
、「
神
仏
」
関
係
論
と
い
う
日
本
思
想
史
全
体
に
か

か
わ
る
問
題
の
検
討
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
林
淳
「〈
神
仏
混
淆
〉
か
ら
〈
神
仏
習
合
〉
へ
」、
池
田
智

文
「
鷲
尾
順
敬
と
雑
誌
『
仏
教
史
学
』」、
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ

「
廃
仏
毀
釈
の
近
代
的
位
相
」
の
報
告
に
対
し
、
桐
原
健
真
が
コ
メ

ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
神
仏
混
淆
〉
か
ら
〈
神
仏
習
合
〉
へ�

（
林
淳
）

　

本
発
表
の
目
的
は
、「
神
仏
習
合
」
概
念
が
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の

分
野
の
な
か
で
使
わ
れ
、
定
着
し
て
い
く
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
あ

る
。
一
八
六
八
年
閏
四
月
四
日
の
太
政
官
布
告
に
「
今
般
諸
国
大
小

之
神
社
ニ
オ
イ
テ
神
仏
混
淆
之
儀
ハ
御
廃
止
ニ
相
成
候
」
と
あ
る
よ
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43　日本思想史としての神仏分離・廃仏毀釈

う
に
、
明
治
初
年
の
法
令
で
は
「
神
仏
混
淆
」
が
使
わ
れ
た
。
一
八

七
四
年
の
島
地
黙
雷
の
建
白
書
に
お
い
て
も
、「
神
仏
混
淆
各
宗
合

糅
教
法
ヲ
玩
弄
シ
民
情
ヲ
離
披
ス
」（『
教
部
改
正
建
議
』）
と
あ
っ
て
、

「
神
仏
混
淆
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
考
証
学
者
の
小

中
村
清
矩
は
、「
神
仏
混
淆
」
と
「
神
仏
習
合
」
を
同
じ
意
味
で
使

い
始
め
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（「
古
代
宗
教
論
」「
古
代

宗
教
論
餘
」
一
八
八
八
年
）。
廃
仏
毀
釈
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
鷲
尾
順

敬
は
、「
神
仏
調
和
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
日
本
で
は
他
国
と

は
異
な
っ
て
、
宗
教
間
の
衝
突
や
対
立
は
な
く
、
平
穏
円
滑
で
あ
っ

た
こ
と
を
強
調
し
た
。
喜
田
貞
吉
は
、
鷲
尾
説
を
批
判
し
な
が
ら
も
、

「
神
仏
の
調
和
」
と
い
う
用
語
を
継
承
し
た
。

　

国
民
道
徳
論
の
提
唱
者
の
一
人
で
あ
っ
た
足
立
栗
園
は
、「
神
仏

習
合
」
説
を
評
価
し
て
、
僧
侶
に
よ
る
道
徳
教
化
の
方
便
で
あ
っ
た

と
み
た
。
研
究
史
上
重
要
な
の
は
、
辻
善
之
助
の
論
文
「
本
地
垂
迹

説
の
起
源
に
つ
い
て
」（
一
九
〇
七
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
仏
習

合
思
想
の
発
展
を
あ
と
づ
け
て
、
そ
の
頂
点
が
両
部
習
合
神
道
、
山

王
一
実
神
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
辻
説
が
、
学
界
に

お
い
て
定
説
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
く
と
も
に
、「
神
仏
習
合
」
と

い
う
用
語
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
つ
ぎ

の
二
点
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
①
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
「
神
仏
混
淆
」
が
使
わ
れ
な
く
な
り
、
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
の
あ

る
「
神
仏
習
合
」
が
採
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
仏
教
系
学
者
の
進
出

が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
神
仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
の
批
判
者
で
あ
っ
た
。

②「
神
仏
習
合
」
が
学
界
で
定
着
し
た
契
機
に
な
っ
た
の
は
辻
論
文

で
あ
っ
た
。
研
究
史
の
な
か
で
辻
論
文
は
、
研
究
の
出
発
点
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

今
日
に
お
い
て
も
「
神
仏
習
合
」
の
用
語
は
使
わ
れ
て
い
る
が
、

適
切
な
用
語
か
ど
う
か
が
疑
問
は
あ
る
。
も
と
も
と
「
神
仏
混
淆
」

を
言
い
換
え
た
用
語
で
あ
っ
た
た
め
、
神
道
を
優
先
す
る
明
治
政
府

の
価
値
観
が
反
映
し
、「
仏
神
」
で
は
な
く
「
神
仏
」
と
い
う
順
位

と
な
っ
た
。
辻
論
文
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
神
仏
習
合
の
現
象
は
、

「
神
と
仏
」
の
関
係
で
も
「
神
道
と
仏
教
」
の
関
係
で
も
な
く
、「
仏

教
と
神
」
の
関
係
で
あ
っ
た
。「
神
仏
習
合
」
と
い
う
用
語
は
歴
史

的
な
事
実
と
乖
離
し
た
不
適
切
な
用
語
で
あ
る
。
不
適
切
な
用
語
を

使
わ
ず
に
神
仏
習
合
現
象
を
語
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
課
題
で
あ
る
。

鷲
尾
順
敬
と
雑
誌
『
仏
教
史
学
』�

（
池
田
智
文
）

　

本
報
告
で
は
、「
思
想
史
と
し
て
の
廃
仏
毀
釈
・
神
仏
分
離
」
の

一
分
析
視
角
と
し
て
、
鷲
尾
順
敬
（
一
八
六
八
─
一
九
四
一
）
が
主
宰

し
た
雑
誌
『
仏
教
史
学
』
の
廃
仏
毀
釈
関
係
記
事
と
鷲
尾
の
思
想
を

検
討
し
た
。

　

鷲
尾
は
、
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
編
纂
官
補
の
職
に
あ
り
つ

つ
、
仏
教
史
学
会
を
立
ち
上
げ
、
雑
誌
『
仏
教
史
学
』
を
刊
行
し
た
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（
一
九
一
一
年
四
月
─
一
四
年
三
月
）。
さ
ら
に
鷲
尾
は
、
同
誌
第
一
編
第

三
号
で
「
明
治
初
年
排
仏
毀
釈
の
事
実
談
を
募
集
す
」
と
告
示
し
、

関
係
史
料
の
蒐
集
を
始
め
、
蒐
集
し
た
「
事
実
談
」、
実
地
調
査
の

記
事
、
関
係
者
の
論
説
な
ど
を
翌
年
の
第
二
編
以
降
に
掲
載
し
て
い

っ
た
。
そ
の
数
は
三
五
件
に
上
る
。
鷲
尾
に
お
い
て
明
治
仏
教
史
研

究
の
事
業
は
、
過
去
の
日
本
仏
教
史
関
係
の
事
象
の
静
的
描
写
だ
け

に
止
ま
ら
ず
、「
未
来
の
仏
教
」
を
意
識
す
る
と
い
う
問
題
関
心
と
、

国
民
思
想
史
に
お
け
る
仏
教
の
重
要
性
を
主
唱
す
る
こ
と
で
、
廃
仏

毀
釈
で
打
撃
を
蒙
っ
た
仏
教
（
者
）
の
主
体
性
の
喚
起
を
求
め
る
と

い
う
実
践
的
問
題
関
心
に
立
脚
し
て
い
た
。
鷲
尾
は
、
そ
の
廃
仏
毀

釈
関
係
史
料
を
「
国
民
の
思
想
史
の
資
料
」
と
し
て
重
視
し
て
お
り
、

こ
の
事
業
が
彼
の
問
題
関
心
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
（
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
池
田
「
鷲
尾
順
敬
の
仏
教
史
学
と
国
民

道
徳
論

─
雑
誌
『
仏
教
史
学
』
を
中
心
に
」、『
近
代
仏
教
』
第
二
六
号
、
二

〇
一
九
年
で
論
及
し
て
い
る
）。

　

こ
の
廃
仏
毀
釈
関
係
史
料
の
調
査
は
、『
仏
教
史
学
』
廃
刊
（
一

四
年
三
月
）
以
降
も
続
け
ら
れ
、
最
終
的
に
村
上
専
精
・
辻
善
之
助

と
の
共
編
『
明
治
維
新
神
仏
分
離
史
料
』
全
五
巻
（
一
九
二
六
─
二
九

年
）
に
四
五
八
件
の
史
料
が
収
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
調
査

は
、
史
学
史
的
に
は
、
史
料
編
纂
掛
編
纂
官
補
と
し
て
の
鷲
尾
が
、

官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
実
証
主
義
（
史
料
考
証
主
義
）
の
方
法
論

に
基
づ
く
史
料
調
査
を
行
っ
た
と
い
う
点
に
止
ま
ら
ず
、
実
際
の
運

営
が
、
帝
国
学
士
院
会
員
三
上
参
次
・
上
田
万
年
の
協
力
や
、
東
京

帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
・
国
史
学
科
系
の
調
査
員
の
派
遣

─
山
本

信
哉
、
八
代
国
治
、
平
泉
澄
、
高
柳
光
寿
、
竹
岡
勝
也
、
秋
山
謙
蔵
、

村
田
正
志
ほ
か
（
順
不
同
）

─
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
代
的
学
知
と
し
て
の
思
想
史
学
・
仏
教
史
学
の
展
開
（
人
的

関
係
・
学
知
の
形
成
と
継
受
、
廃
仏
毀
釈
認
識
の
在
り
方
な
ど
）
を
考
え
る

上
で
も
興
味
深
い
（
こ
の
間
の
事
情
は
、
同
書
上
巻
の
「
例
言
」
と
「
序

辞
」〈
村
上
専
精
筆
〉な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
）。
今
後
は
、
調
査
の
実
態
に

関
す
る
史
料
の
発
掘
な
ど
、
細
部
に
わ
た
る
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
派
生
す
る
問
題
と
し
て
、
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
の
研
究
史

そ
れ
自
体
を
再
検
証
す
る
と
い
う
意
味
で
の
『
明
治
維
新
神
仏
分

離
史
料
』
の
テ
ク
ス
ト
分
析
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

Ｅ
・
ケ
テ
ラ
ー
『
邪
教
／
殉
教
の
明
治

─
廃
仏
毀
釈
と
近
代
仏
教
』
ぺ
り
か

ん
社
、
二
〇
〇
六
年
邦
訳
で
な
さ
れ
た
よ
う
な
、
近
代
仏
教
の
歴
史
認
識
に
対

す
る
メ
タ
レ
ベ
ル
か
ら
の
問
い
直
し
の
試
み
も
含
め
て
の
意
）。

廃
仏
毀
釈
の
近
代
的
位
相�

（
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
）

　

著
名
な
仏
教
史
学
者
・
圭
室
文
雄
は
、「
廃
仏
毀
釈
」
を
「
仏
教

寺
院
や
僧
侶
を
排
斥
す
る
思
想
や
行
動
」
と
定
義
し
て
い
る
（『
国

史
大
辞
典
』
第
一
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
、
四
六
七
─
四
六
八
頁
）。

確
か
に
、
時
代
や
地
域
を
問
わ
ず
、
こ
れ
は
我
々
が
も
つ
「
廃
仏
毀
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45　日本思想史としての神仏分離・廃仏毀釈

釈
」
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
す
な

わ
ち
、「
廃
仏
毀
釈
」
を
広
く
と
ら
え
れ
ば
、
二
〇
〇
一
年
に
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
渓
谷
で
起
き
た
石
仏
の
破
壊
も
そ
れ
に

当
て
は
ま
り
、
さ
ら
に
中
国
で
の
三
武
一
宗
の
法
難
を
は
じ
め
、
歴

史
的
に
展
開
し
て
き
た
イ
ン
ド
や
チ
ベ
ッ
ト
で
の
仏
教
迫
害
に
も
適

用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
明
治
初
期
の
「
神
仏
判
然
令
」

に
と
も
な
っ
て
展
開
し
た
仏
教
寺
院
へ
の
一
連
の
破
壊
行
為
も
こ

れ
に
あ
た
り
、
日
本
で
「
廃
仏
毀
釈
」
と
い
え
ば
、
ま
ず
こ
れ
ら
の

事
件
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）

年
三
月
、
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
「
神
」
と
「
仏
」
と
を
「
判
然
」

さ
せ
る
た
め
の
諸
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
仏
教

施
設
の
破
壊
を
求
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
国
学
や
水
戸
学
の

影
響
の
下
に
こ
れ
を
拡
大
解
釈
し
た
人
々
に
よ
り
、
今
日
「
廃
仏
毀

釈
」
と
し
て
知
ら
れ
る
一
連
の
暴
力
運
動
が
勃
発
し
、
例
え
ば
同
年

四
月
に
は
、
近
江
国
の
日
吉
山
王
社
で
仏
像
・
経
巻
の
破
却
が
行
な

わ
れ
た
。
そ
し
て
廃
仏
毀
釈
は
破
却
と
い
う
形
態
の
み
な
ら
ず
、
一

部
地
域
で
は
、
宗
派
ご
と
の
廃
寺
・
合
寺
が
強
行
さ
れ
、
一
八
六
八

（
明
治
元
）
年
一
一
月
に
は
、
佐
渡
国
五
百
余
カ
寺
が
わ
ず
か
八
〇
カ

寺
に
統
廃
合
さ
れ
て
い
る
。

　

か
く
て
廃
仏
毀
釈
は
、
近
代
史
学
の
語
り
の
枠
組
み
で
重
要
な

位
置
を
占
め
る
事
件
と
な
り
、
日
本
仏
教
史
を
「
近
世
」
と
「
近

代
」
に
分
け
る
転
換
点
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

「
廃
仏
毀
釈
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
、
日
本
以
外
の
漢
字
文
化
圏
で

は
確
認
で
き
ず
、
日
本
で
も
固
有
な
歴
史
的
過
程
を
経
て
、
定
着

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
報
告
は
、「
廃
仏
毀
釈
」
の
歴
史
的

展
開
を
「
史
実
」
と
し
て
描
く
の
で
は
な
く
、
以
上
の
よ
う
な
定
説

が
近
代
の
枠
組
み
で
如
何
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
形
を
成
し
て

い
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

圭
室
諦
成
（
一
九
〇
二
─
一
九
六
六
）
や
伊
東
多
三
郎
（
一
九
〇
九
─
一

九
八
四
）
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
「
日
本
宗
教
史
研
究
会
」
の

事
業
を
取
り
上
げ
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想

家
・
永
田
広
志
（
一
九
〇
四
─
一
九
四
七
）
の
廃
仏
毀
釈
へ
の
見
解
も

検
討
す
る
。
本
報
告
は
「
廃
仏
毀
釈
」
と
い
う
事
件
の
捉
え
方
の
変

遷
に
焦
点
を
当
て
、
近
代
日
本
仏
教
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も

の
が
さ
ら
に
強
固
と
な
っ
て
い
く
背
景
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
本
報
告
の
成
果
は
大
会
で
の
報
告
後
、
拙
稿
「
日
本
宗
教
史
学
に

お
け
る
廃
仏
毀
釈
の
位
相
」（
岩
田
真
美
・
桐
原
健
真
編
『
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ

の
幕
末
維
新

─
交
錯
す
る
宗
教
世
界
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
）
と
し
て
発

表
さ
れ
、
詳
細
は
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

コ
メ
ン
ト�

（
桐
原
健
真
）

　

ま
ず
コ
メ
ン
テ
ー
タ
が
、
村
上
専
精
と
鷲
尾
順
敬
に
お
け
る
「
神

仏
習
合
」
の
語
り
方
の
相
違
に
つ
い
て
問
う
た
。
こ
れ
に
対
し
林
氏
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は
、
村
上
は
あ
ま
り
「
習
合
」
を
語
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
鷲
尾
順

敬
に
お
い
て
こ
れ
が
み
ら
れ
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。
池
田
氏
か
ら
は
、

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
応
の
な
か
で
「
神
仏
分
離
」
を
と
ら
え
た
鷲
尾

は
、
乃
木
希
典
の
殉
死
に
と
も
な
う
国
民
道
徳
の
議
論
が
活
発
化
を

受
け
て
廃
仏
毀
釈
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
三
教
一
致
を
国
民
的
原
理
と
位
置
づ
け
た
村
上
の
戦
略
に
つ

い
て
問
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
ク
ラ
ウ
タ
ウ
氏
は
、
通
仏
教
的
な
道

徳
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
国
民
道
徳
の
基
盤
を
与
え
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
た
と
応
答
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
印
中
の
仏
教
も
道
徳
の
基

礎
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
村
上
は
、
一
国
的
で

は
な
く
、
よ
り
普
遍
的
な
道
徳
と
し
て
仏
教
を
語
ろ
う
と
し
た
の
だ

と
指
摘
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
純
粋
な
神
と
仏
と
い
う
観
念
自
体
が

近
代
的
で
あ
り
、「
神
仏
習
合
」
と
い
う
分
析
概
念
そ
の
も
の
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
義
が
呈
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
林
氏

は
、
神
仏
習
合
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
と
認
め
つ
つ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
語
っ
て
き
た
歴
史
は
無
視
で
き
な
い
と
応
答
し
、
そ
の
使
用

に
つ
い
て
は
中
世
で
は
不
適
当
だ
が
、
近
世
で
は
適
当
で
は
な
い
か

と
述
べ
た
。
ま
た
他
に
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
本
山
支
配
が
制
度
化
さ
れ

た
近
世
で
は
仏
教
者
と
神
道
者
と
は
明
確
に
分
立
し
て
お
り
、
こ
れ

を
前
提
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
単
純
な
「
混
淆
」
で

も
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
た
。
一
方
で
ク
ラ
ウ
タ
ウ
氏
は
、

「
純
粋
な
神
道
」
観
念
に
つ
い
て
は
距
離
を
置
く
も
の
の
、「
神
仏
習

合
」
が
有
効
な
概
念
と
し
て
機
能
し
う
る
こ
と
自
体
は
否
定
す
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
見
解
を
述
べ
た
。

　

本
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
神
仏
習
合
」
の
言
説
的
展
開
を

通
し
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
史
を
い
か
に
描
く
べ
き
か
を
問
う
も
の

で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
検
討
は
学
問
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
問
い

直
す
作
業
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
議
論
は
本
領
域
で
の
さ
ら
な
る
発
展

に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
林
淳
・
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

（
池
田
智
文
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
中
学
高
等
学
校
教
諭
）

（
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ
・
東
北
大
学
准
教
授
）

（
桐
原
健
真
・
金
城
学
院
大
学
教
授
）
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